
問

例
年
よ
り
多
い
降
雪

に
、
対
応
と
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。
ハ
ウ
ス
等
の
園

芸
施
設
の
倒
壊
や
果
樹
の

枝
折
れ
等
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。

春
作
業
準
備
に
間
に
合

う
よ
う
に
、
農
家
の
要
求

に
耳
を
傾
け
、
最
大
限
の

支
援
と
対
応
を
。

市
長

農
業
者
に
は
「
被

害
望
対
策
チ
ラ
シ
」
を
Ｊ

Ａ
の
広
報
紙
に
折
込
み
配

布
、
集
落
座
談
会
で
も
対

策
を
行
う
よ
う
に
呼
び
か

け
て
い
る
。

国
の
交
付
金
「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
」
「
多

面
的
機
能
支
払
」
が
農
道

除
雪
や
融
雪
剤
購
入
に
活

用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

市
の
支
援
策
と
し
て
農

道
、
農
業
用
施
設
、
樹
園

地
・
苗
代
の
除
排
雪
経
費

に
補
助
す
る
事
業
（
補
助

率
２
分
の
１
）
を
周
知
し
、

活
用
す
る
農
業
者
組
織
の

要
望
把
握
を
行
う
。

果
樹
棚
復
旧
に
つ
い
て

は
、
県
の
「
農
作
物
等
災

害
対
策
事
業
」
が
活
用
可

能
と
な
る
よ
う
協
議
を
考

え
て
い
る
。

問

農
家
は
米
の
生
産
量

目
標
配
分
の
廃
止
に
加

え
、
米
の
直
接
交
付
金
が

廃
止
さ
れ
、
先
行
き
に
不

安
を
覚
え
な
が
ら
春
作
業

を
迎
え
る
。
安
倍
政
権
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
推
進

し
、
地
域
農
業
・
家
族
農

業
の
行
き
場
を
無
く
し
、

大
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
す
る
農
政
を
追
求

し
て
い
る
。

農
と
食
・
地
域
を
守
る
た

め
に
は
、
地
域
に
暮
ら
す

家
族
農
業
者
の
支
援
が
必

要
と
考
え
る
。

市
長

本
市
農
業
は
高
齢

化
に
よ
る
農
業
者
減
少
が

進
行
し
、
そ
の
た
め
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
が
進
ん

で
い
る
。
複
数
集
落
・
地

域
全
体
で
地
域
農
業
を
守

る
体
制
作
り
や
、
機
械
共

同
利
用
や
税
制
上
の
優
遇

制
度
等
を
受
け
効
率
的
な

農
業
経
営
を
行
う
た
め
の

法
人
化
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

集
落
の
維
持
存
続
、
豊

か
な
自
然
環
境
や
食
を
含

め
た
特
色
あ
る
文
化
等
の

保
全
に
も
、
家
族
経
営
体

が
非
常
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
家
族
農

業
を
支
援
し
て
ゆ
く
こ
と

は
、
非
常
に
重
要
な
事
と

認
識
し
て
い
る
。
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鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月

日
開
会
さ
れ
ま

28

し
た
。
総
括
質
問
で
日
本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、

①
農
林
業
政
策
、
②
慶
應
義
塾
連
携
協
定
推
進
事
業
の

検
証
・
評
価
、
③
ご
み
焼
却
施
設
整
備
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
、
④
介
護
保
険
事
業
、
⑤
地
域
医
療
提
供
体

制
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

家
族
農
業
者
へ
の
支
援
が
必
要

問

施
設
整
備
は
、
公
設

民
営
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採

用
し
、
建
設
稼
働
後
の
20

年
間
を
契
約
期
間
と
し
て

い
る
。
総
額
２
０
０
億
円

近
い
事
業
の
判
断
で
あ

り
、
市
民
生
活
を
支
え
る

上
で
も
、
し
っ
か
り
検
討

し
、
負
担
軽
減
も
考
慮
さ

れ
る
べ
き
も
の
。

将
来
の
ご
み
焼
却
処
分

量
に
つ
い
て
、
経
年
見
込

み
量
が
、
広
く
市
民
が
排

出
す
る
「
生
活
系
可
燃
ご

み
」
に
つ
い
て
は
減
少
だ

が
、
事
業
者
が
持
込
む
「
事

業
系
可
燃
ご
み
」
に
つ
い

て
は
、
平
成

年
度
か
ら

27

一
切
の
増
減
を
見
込
ん
で

な
い
。

新
焼
却
炉
の
選
定
に
あ

た
っ
て
「
ご
み
全
体
の
減

量
」
や
「
事
業
系
可
燃
ご

み
」
の
減
量
に
つ
て
議
論

さ
れ
た
か
。

市
長

平
成

年
３
月
策

28

定
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
で
「
家
庭
系
ご
み
」

「
事
業
系
ご
み
」
の
排
出

量
の
目
標
値
を
定
め
、
減

量
化
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
焼
却
施
設
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し

た
視
点
を
も
ち
、
施
設
整

備
基
本
計
画
で
取
り
組
み

ん
で
い
る
も
の
。
基
本
計

画
策
定
時
は
、
事
業
系
ご

み
が
増
加
傾
向
で
あ
っ
た

た
め
、
排
出
抑
制
に
努
め

平
成

年
度
と
同
程
度
を

26

見
込
ん
だ
も
の
。
焼
却
炉

の
規
模
、
燃
焼
方
式
な
ど
、

人
口
動
向
な
ど
も
見
込
ん

で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
理

解
願
い
た
い
。

（
２
面
へ
つ
づ
く
）

ご
み
焼
却
施
設
、
減
量
議
論
し
た
か

問

市
長
は
「
こ
れ
ま
で

の
検
証
・
評
価
を
し
っ
か

り
と
行
い
な
が
ら
、
さ
ら

に
伸
ば
し
て
い
く
考
え
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
先
端

研
が
自
由
に
使
え
る
資
金

を
、
市
民
の
税
金
か
ら
多

額
に
投
入
し
続
け
る
こ
と

が
、
市
民
の
福
祉
の
増
進

を
目
的
に
し
て
い
る
地
方

自
治
体
と
し
て
妥
当
な
の

か
、
し
っ
か
り
検
証
し
評

価
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
長

先
端
研
に
対
す
る

支
援
は
、
県
・
市
・
慶
應

の
三
者
協
定
に
基
づ
く
先

端
研
を
核
と
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
市
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
重
点

施
策
。
県
と
の
協
調
支
援

で
、
今
年
度
ま
で
の

年
17

間
で
の
累
計
で
は
約

億
45

円
の
補
助
。

こ
れ
ま
で
も
各
協
定
期

間
終
了
年
次
に
県
が
中
心

と
な
っ
て
評
価
検
証
、
協

定
の
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
推
進
し
て
き
た
。
具
体

的
な
支
援
内
容
、
事
業
成

果
の
説
明
が
定
性
的
な
内

容
が
中
心
と
な
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
市
民
に
は

理
解
さ
れ
て
い
な
い
面
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

鶴
岡
市
立
荘
内
看
護
専

門
学
校
の
第

回
卒
業
証

42

書
授
与
式
が
３
日
行
わ
れ

ま
し
た
。

卒
業
生
の
代
表
が
「
実

習
現
場
で
は
人
の
生
死
と

向
き
合
い
、
ご
家
族
か
ら

お
礼
の
言
葉
を
頂
き
心
が

揺
ら
い
だ
社
会
に
貢
献
で

き
る
心
豊
か
な
看
護
師
と

な
る
こ
と
を
誓
う
」
と
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

加
藤
鑛
一
市
議
と
坂
本

昌
栄
市
議
が
出
席
し
ま
し

た
。

先
端
研
へ
の
市
税
投
入
、
検
証
必
要



（
１
面
の
つ
づ
き
）

土木課入札結果（ ）内は予定価格

3月1日入札分

・柳田四小前線ほか1路線道路改良工事(債務負

担行為)（陽光町地内・四小跡地）（入札4業者）

小野寺建設(株) 16,800,000円（17,163,000円）

工期～6/29（落札率97.88％）

塀や立木が倒れる被害も

１
日
に
北
海
道
を
通
過

し
た
低
気
圧
が
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
進
み
、
発
達
し
な

が
ら
北
東
へ
進
み
、
２
日

に
は
北
日
本
の
上
空
約
５

０
０
０
㍍
に
氷
点
下

度
33

市
防
災
安
全
課
が
５
日

時
に
ま
と
め
た
被
害
状

15況
は
、
高
波
に
よ
る
通
行

止
め
な
ど
道
路
関
係
で
６

件
、
倒
木
に
よ
る
電
力
線

断
線
に
よ
る
停
電
６
件
、

住
家
被
害

件
、
非
住
家

18

被
害
が

件
、
そ
の
他

36

15

件
、
公
共
施
設
被
害
が
21

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
方
は
、

建
物
共
済
に
よ
る
保
障

や
、
所
得
税
・
住
民
税
の

雑
損
控
除
な
ど
が
あ
り
、

負
担
軽
減
が
で
き
ま
す
。

大
荒
処
分
場
、
候
補
地
選
定
経
過
検
証
を

問

上
郷
・
大
荒
地
内
へ

の
建
設
に
つ
い
て
、
地
元

の
方
々
を
中
心
と
す
る

「
市
民
の
会
」
と
市
長
が

２
月
５
日
に
懇
談
さ
れ
、

市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
市

の
進
め
方
に
つ
い
て
は
反

省
し
つ
つ
、
市
の
整
備
計

画
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

「
選
定
の
段
階
に
戻
ら
れ

る
も
の
な
ら
戻
り
た
い
」

と
、
文
化
会
館
問
題
と
同

様
に
、
前
市
長
時
代
の
問

題
を
引
き
継
が
ざ
る
得
な

い
行
政
責
任
者
と
し
て

の
、
苦
悩
の
胸
中
も
吐
露

さ
れ
た
。

改
め
て
候
補
地
選
定
経

過
を
し
っ
か
り
検
証
し
、

現
市
長
の
判
断
と
責
任
を

明
確
に
し
た
上
で
、
市
民

の
会
や
地
域
住
民
の
方
々

に
対
し
て
し
っ
か
り
説
明

し
、
不
安
や
願
い
に
万
全

の
態
勢
で
応
え
、
合
意
を

図
っ
て
ゆ
く
べ
き
。

市
長

市
民
の
会
と
の
意

見
交
換
で
、
処
分
場
候
補

地
選
定
の
経
過
に
つ
い
て

疑
問
や
不
安
に
つ
い
て
伺

っ
た
。
合
意
形
勢
が
十
分

で
な
い
と
い
う
点
は
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

放
流
水
に
つ
い
て
は
下
水

道
に
接
続
し
て
放
流
す
る

事
を
考
え
て
い
る
。
自
然

環
境
の
保
存
、
遺
跡
の
保

存
に
つ
い
て
も
そ
う
し
た

問

地
域
の
医
療
を
支
え

る
の
は
、
中
核
病
院
で
あ

る
市
立
荘
内
病
院
を
は
じ

め
、
民
間
病
院
・
開
業
医

な
ど
全
て
の
医
療
機
関
の

連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
だ
と
考
る
。
今
、
国

が
進
め
る
医
療
構
想
は
病

床
機
能
ご
と
に
将
来
の
必

要
数
を
算
出
し
地
域
ご
と

の
病
床
削
減
を
推
進
さ
せ

る
ほ
か
、
今
度
の
診
療
報

酬
改
定
の
基
本
方
針
と
し

て
「
７
対
１
病
床
」
の
医

療
費
削
減
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。

病
院
か
ら
開
業
医
へ
、

在
宅
医
療
・
地
域
介
護
へ

の
流
れ
が
強
ま
る
中
で
、

市
民
が
安
心
し
て
医
療
受

診
が
で
き
る
地
域
全
体
の

医
療
提
供
体
制
を
ど
う
構

築
し
て
ゆ
く
の
か
。

市
長

荘
内
病
院
は
、
か

ね
て
よ
り
医
師
不
足
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
奨
学
金

の
対
応
に
よ
る
取
り
組
み

な
ど
も
進
め
て
お
り
、
病

院
や
開
業
医
間
の
地
域
連

携
体
制
に
つ
い
て
も
鶴
岡

地
区
病
院
協
議
会
な
ど
の

意
見
交
換
も
踏
ま
え
地
域

医
療
計
画
を
進
め
て
い

る
。
市
民
が
安
心
し
て
受

診
で
き
る
体
制
を
構
築

し
、
在
宅
医
療
の
充
実
や

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

源
の
手
立
て
が
さ
れ
、
平

成

年

月
予
定
の
消
費

31

10

税
引
き
上
げ
の
際
に
更
な

る
追
加
措
置
を
予
定
し
て

お
り
、
一
定
の
配
慮
は
講

じ
ら
れ
て
い
る
。
国
の
負

担
割
合
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
国
に
お
け
る
検
討
を

見
守
り
た
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
、
高
齢
者
の
保
険

料
を
抑
え
る
方
法
に
は
な

る
が
、

歳
未
満
の
若
い

40

世
代
の
方
に
新
た
な
負
担

を
課
す
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
は
慎
重

に
考
え
る
べ
き
。

７
期
で
は
６
５
８
０
円
に

引
き
上
げ
が
示
さ
れ
た
。

現
在
、
県
内

市
で
一

13

番
高
い
。
市
民
か
ら
「
耐

え
き
れ
な
い
」
と
の
声
が

あ
る
。
こ
の
ま
ま
い
っ
た

ら
、
ど
れ
ぐ
ら
い
ま
で
保

険
料
が
上
が
る
の
か
。

国
に
よ
る
公
費
の
給
付

負
担
割
合
引
き
上
げ
を
求

め
る
と
同
時
に
、
市
と
し

て
も
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
が
可
能
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

市
長

現
時
点
の
推
計
で

平
成

年
度
の
保
険
料
が

37

月
額
８
３
０
０
円
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

県
内

市
で
一
番
高
い

13

保
険
料
負
担
に
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
水
準
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
は

県
平
均
の
約
２
倍
、
「
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
約
１

・
４
倍
と
な
っ
て
お
り
、

高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

水
準
に
あ
る
。

国
に
お
い
て
も
低
所
得

者
の
保
険
料
軽
減
対
策
と

し
て
平
成

年
度
よ
り
財

27

活
動
を
身
近
な
場
所
で
行

う
「
通
い
の
場
」
な
ど
の

充
実
を
図
る
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
を
続
け
ら

れ
る
た
め
の
支
援
体
制
構

築
の
牽
引
役
と
し
て
「
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
を
配
置
す
る
こ
と
を

新
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん

で
い
る
。

問

高
齢
化
が
進
み
１
号

保
被
険
者
の
増
加
、
要
介

護
者
の
増
加
に
伴
う
給
付

費
や
施
設
整
備
に
伴
い
、

保
険
料
負
担
が
増
加
し
て

き
た
。
平
成

～

年
度

12

14

の
第
１
期
の
介
護
保
険
料

基
準
額
が
月
額
２
７
５
０

円
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

～

年
度
の
第
６
期
で

27

29

は
６
２
４
２
円
と
約
２
・

３
倍
と
な
り
、
今
度
の
第

問

「
介
護
予
防
を
推
進

す
る
」
と
し
た
中
で
、
地

域
の
サ
ロ
ン
・
老
人
ク
ラ

ブ
等
と
の
連
携
・
協
働
を

図
る
と
し
て
い
る
が
、
市

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

「
加
入
者
の
減
少
、
役
員

の
な
り
手
が
な
い
。
支
援

が
不
足
し
て
い
る
」
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

７
期
計
画
で
は
、
市
民

の
協
働
に
よ
っ
て
地
域
包

括
ケ
ア
を
進
め
る
た
め
ど

う
し
て
ゆ
く
の
か
伺
う
。

市
長

新
年
度
に
は
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」
の
住
民
主
体

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

取
り
組
み
み
や
す
く
す
る

た
め
に
事
業
開
催
数
な
ど

の
要
件
緩
和
を
行
う
。

住
民
主
体
の
介
護
予
防

視
点
を
持
っ
て
い
る
。
様

々
な
疑
問
や
不
安
に
つ
い

て
、
追
っ
て
「
市
民
の
会
」

の
皆
様
に
回
答
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
上
で
地
元

大
荒
地
域
・
上
郷
地
域
の

関
係
者
の
皆
様
に
つ
い
て

も
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
事
業
に
対
す
る
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

安
心
し
て
受
診
で
き
る
医
療
体
制
を

以
下
の
寒
気

が

流

れ

込

み
、
北
日
本

は
強
い
冬
型

の
気
圧
配
置

と
な
り
、
庄

内
地
方
で
は

暴
風
に
よ
る

被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
ど
れ
ぐ
ら
い
ま
で
上
が
る
の
か


